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こども学科

はじめに

　こども学科では、乳幼児の健やかな成長を促すことができ、また、家庭や地域社会と連携できる保育者・

幼児教育者の育成を目指します。

　教育課程の履修により、「保育士」と「幼稚園教諭」、そして「社会福祉主事任用」の資格を取得すること

ができます。２年間という最短の期間でこれらの資格取得を目指すためには、入学から卒業まで、計画的に

履修する必要があります。

　講義科目、演習科目に加え、保育実習・教育実習により、学ぶ楽しさを知り、そして自信をもって就職で

きるように日々取り組んでいきましょう。

　特に変更がない限り、この手引きに従って卒業まで履修することになります。手引きをよく読み、わから

ないことがあれば、教員もしくは事務局に確認してください。
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1　教育課程（カリキュラム）
こども学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次 単位数
1年 2年

必修 選択
前期 後期 前期 後期

教
養
教
育
分
野

人間と文化
※3単位必修

英語Ⅰ 15 ○ 1
英語Ⅱ 15 ○ 1
日本語表現法 15 ○ 1

人間と社会
※6単位必修

日本国憲法 15 ○ 2
現代の社会 15 ○ 2
法律入門 15 ○ 2

人間と科学
※４単位必修

体育基礎 8 ○ 1
体育実技 15 ○ 1
情報処理Ⅰ 15 ○ 1
情報処理Ⅱ 15 ○ 1
レクリエーション論 8 ○ 1

専
門
教
育
分
野

幼児教育の基礎
※４単位以上選択

幼児と環境 15 ○ 2
幼児と健康 8 ○ 1
幼児と表現 15 ○ 2
幼児と人間関係 8 ○ 1

基礎技能
※2単位以上選択

音楽表現Ⅰ 15 ○ 1
音楽表現Ⅱ 15 ○ 1
音楽表現Ⅲ 15 ○ 1
造形表現 15 ○ 1
総合表現演習Ⅰ 15 ○ 1
総合表現演習Ⅱ 15 ○ 1

教育及び保育の本質
※6単位必修

教職論 15 ○ 2
保育原理 15 ○ 2
教育原理 15 ○ 2
社会福祉 15 ○ 2

教育及び保育の制度
※2単位以上選択

教育制度論 8 ○ 1
子ども家庭福祉 15 ○ 2
社会的養護Ⅰ 15 ○ 2

教育及び保育の対象理解
※3単位必修

子ども理解の理論と方法 15 ○ 1
生涯発達心理学Ⅰ 15 ○ 2
生涯発達心理学Ⅱ 15 ○ 2
乳児保育Ⅰ 15 ○ 2

教育及び保育の計画と方法
※12単位必修

カリキュラム論 15 ○ 2
保育内容の指導法（総論） 15 ○ 1
保育内容の指導法（健康） 15 ○ 1
保育内容の指導法（人間関係） 15 ○ 1
保育内容の指導法（環境） 15 ○ 1
保育内容の指導法（言葉） 15 ○ 1
保育内容の指導法（表現） 15 ○ 1
特別支援教育演習Ⅰ 15 ○ 1
特別支援教育演習Ⅱ 15 ○ 1
乳児保育Ⅱ 15 ○ 1
教育相談 15 ○ 1
教育方法論 15 ○ 2
社会的養護Ⅱ 15 ○ 1
子どもの保健 15 ○ 2
子どもの健康と安全 15 ○ 1
家庭支援論 15 ○ 2
子どもの食と栄養 30 ○ 2
子育て支援 15 ○ 1

総括科目 保育・教職実践演習（幼稚園） 15 ○ 2

実習

保育実習Ⅰ（保育所） 集中 ○ 2
保育実習Ⅰ（施設） 集中 ○ 2
保育実習指導Ⅰ 15 ○ 2
保育実習Ⅱ 集中 ○ 2
保育実習指導Ⅱ 15 ○ 1
保育実習Ⅲ 集中 ○ 2
保育実習指導Ⅲ 15 ○ 1
教育実習Ⅰ 集中 ○ 1
教育実習指導Ⅰ 10 ○ 1
教育実習Ⅱ 集中 ○ 3
教育実習指導Ⅱ 15 ○ 1

ゼミナール
基礎演習Ⅰ 30 ○ 2
基礎演習Ⅱ 30 ○ 2

総計（卒業要件62単位以上） 38 55
※本学では「保育実習Ⅱ」と「保育実習指導Ⅱ」を履修することができる。
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2　卒業要件
卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

（1）こども学科に2年以上在学すること

◦　 休学期間は在学期間に含めません。

◦　 在学期間は４年を超えることができません。

（2）卒業に必要な単位を修得すること

必修科目38単位及び選択科目24単位以上、合計62単位以上を「教養教育分野」及び「専門教育分

野」から修得すること

ただし、卒業要件となる62単位以上のうち、46単位については、下表に定める科目区分ごとの単

位数を修得しなければなりません。

※資格取得に必要な単位は、卒業に必要な単位とは別に規定されています。履修規程を参照してくだ

さい。

【卒業要件62単位以上のうち規定されている46単位】

科目区分 単位数

教養教育分野 （必修）13単位

専門教育分野

幼児教育の基礎 （選択）４単位

基礎技能 （選択）2単位

教育及び保育の本質 （必修）6単位

教育及び保育の制度 （選択）2単位

教育及び保育の対象理解 （必修）3単位

教育及び保育の計画と方法 （必修）12単位

ゼミナール （必修）４単位

3　卒業要件充足に伴う学位
こども学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、短期大学士（こども学）の学位が与えられ

ます。

4　履修登録単位数の上限
こども学科では、学生の皆さんが各年次にわたって適切に授業科目を履修できるように、年間の履

修登録単位数の上限を54単位と定めています。

履修登録をする際には、上限を超えないように注意してください。

5　保育・教職実践演習（幼稚園）の履修について
「保育・教職実践演習（幼稚園）」（2年次後期）は、保育士、幼稚園教諭としての必要な資質を身に

つけ、総まとめをする科目です。
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履修にあたっては、「履修カルテ」と、「自己評価シート」を作成する必要があります。

「履修カルテ」は、資格・免許取得に関わる指定科目について、各科目終了後に作成するものです。

「自己評価シート」は履修カルテに基づいて、自身の学習成果を総合的に分析するものです。

6　取得できる資格
こども学科では、下記の資格を取得することができます。

① 保育士資格

② 幼稚園教諭二種免許状

③ 社会福祉主事任用資格

資格取得のための履修モデルは次のとおりです。

履修モデルを参考にして、資格取得に必要な科目を履修してください。

各資格取得の要件については、卒業要件に係る必修科目及び選択科目とは異なりますので、履修規

程を参照してください。
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Ⅰ．保育士資格、幼稚園教諭二種免許状及び社会福祉主事任用資格取得を目指す履修モデル

科目区分

1年次 2年次 取
得
単
位
数

前期
単
位
数

後期
単
位
数

前期
単
位
数

後期
単
位
数

教
養
教
育
分
野

人間と文化
英語Ⅰ 1 英語Ⅱ 1

3
日本語表現法 1

人間と社会
日本国憲法 2 法律入門 2

6
現代の社会 2

人間と科学

体育基礎 1 体育実技 1 情報処理Ⅱ 1

5情報処理Ⅰ 1

レクリエーション論 1

小計 9 4 1 14

専

門

教

育

分

野

幼児教育の
基礎

幼児と環境 2 幼児と健康 1
6

幼児と表現 2 幼児と人間関係 1

基礎技能

音楽表現Ⅰ 1 音楽表現Ⅱ 1 音楽表現Ⅲ 1

6造形表現 1 総合表現演習Ⅱ 1

総合表現演習Ⅰ 1

教育及び
保育の本質

教育原理 2 教職論 2
8

社会福祉 2 保育原理 2

教育及び
保育の制度

教育制度論 1 社会的養護Ⅰ 2
5

子ども家庭福祉 2

教育及び
保育の

対象理解

子ども理解の理論と
方法 1 生涯発達心理学Ⅰ 2 生涯発達心理学Ⅱ 2

7
乳児保育Ⅰ 2

教育及び
保育の

計画と方法

保育内容の指導法 
（総論） 1 保育内容の指導法 

（環境） 1 カリキュラム論 2 乳児保育Ⅱ 1

23

保育内容の指導法 
（言葉） 1 保育内容の指導法 

（健康） 1 社会的養護Ⅱ 1

特別支援教育演習Ⅰ 1 保育内容の指導法 
（人間関係） 1 家庭支援論 2

子どもの保健 2 保育内容の指導法 
（表現） 1 子育て支援 1

特別支援教育演習Ⅱ 1

教育相談 1

教育方法論 2

子どもの健康と安全 1

子どもの食と栄養 2

総括科目 保育・教職実践演習 
（幼稚園） 2 2

実習

教育実習Ⅰ 1 教育実習Ⅱ 3

15

教育実習指導Ⅰ 1 教育実習指導Ⅱ 1

保育実習Ⅰ
（保育所） 2

保育実習Ⅰ（施設） 2 保育実習Ⅱ 2

保育実習指導Ⅰ 2

保育実習指導Ⅱ 1

ゼミナール 基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 4

小計 14 22 22 18 76

合計 23 26 22 19 90
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Ⅱ．保育士資格を目指す履修モデル

科目区分

1年次 2年次 取
得
単
位
数

前期
単
位
数

後期
単
位
数

前期
単
位
数

後期
単
位
数

教
養
教
育
分
野

人間と文化
英語Ⅰ 1 英語Ⅱ 1

3
日本語表現法 1

人間と社会
日本国憲法 2 法律入門 2

6
現代の社会 2

人間と科学

体育基礎 1 体育実技 1 情報処理Ⅱ 1

5情報処理Ⅰ 1

レクリエーション論 1

小計 9 4 1 14

専

門

教

育

分

野

幼児教育の
基礎

幼児と環境 2 幼児と健康 1
6

幼児と表現 2 幼児と人間関係 1

基礎技能

音楽表現Ⅰ 1 音楽表現Ⅱ 1 音楽表現Ⅲ 1

6造形表現 1 総合表現演習Ⅱ 1

総合表現演習Ⅰ 1

教育及び
保育の本質

教育原理※ 2 教職論 2
8

社会福祉※ 2 保育原理※ 2

教育及び
保育の制度

教育制度論 1 社会的養護Ⅰ 2
5

子ども家庭福祉※ 2

教育及び
保育の

対象理解

子ども理解の理論と
方法 1 生涯発達心理学Ⅰ 2 生涯発達心理学Ⅱ 2

7
乳児保育Ⅰ 2

教育及び
保育の

計画と方法

保育内容の指導法
（総論） 1 保育内容の指導法

（環境） 1 カリキュラム論 2 乳児保育Ⅱ 1

23

保育内容の指導法
（言葉） 1 保育内容の指導法

（健康） 1 社会的養護Ⅱ 1

特別支援教育演習Ⅰ 1 保育内容の指導法
（人間関係） 1 家庭支援論 2

子どもの保健 2 保育内容の指導法
（表現） 1 子育て支援 1

特別支援教育演習Ⅱ 1

教育相談 1

教育方法論 2

子どもの健康と安全 1

子どもの食と栄養 2

総括科目 保育・教職実践演習
（幼稚園） 2 2

実習

保育実習Ⅰ
（保育所） 2

9保育実習Ⅰ（施設） 2 保育実習Ⅱ 2

保育実習指導Ⅰ 2

保育実習指導Ⅱ 1

ゼミナール 基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 4

小計 14 20 18 18 70

合計 23 24 18 19 84

社会福祉主事任用資格取得のためには、※印の４科目の中から、3科目以上の単位を修得することが必要となります。

― 69 ―

Ⅲ 履修について



Ⅲ．幼稚園教諭二種免許状取得を目指す履修モデル

科目区分

1年次 2年次 取
得
単
位
数

前期
単
位
数

後期
単
位
数

前期
単
位
数

後期
単
位
数

教
養
教
育
分
野

人間と文化
英語Ⅰ 1 英語Ⅱ 1

3
日本語表現法 1

人間と社会
日本国憲法 2 法律入門 2

6
現代の社会 2

人間と科学
体育基礎 1 体育実技 1 情報処理Ⅱ 1

4
情報処理Ⅰ 1

小計 8 4 1 13

専

門

教

育

分

野

幼児教育の
基礎

幼児と環境 2 幼児と健康 1
6

幼児と表現 2 幼児と人間関係 1

基礎技能
音楽表現Ⅰ 1 音楽表現Ⅱ 1 音楽表現Ⅲ 1

4
造形表現 1

教育及び
保育の本質

教育原理※ 2 教職論 2
8

社会福祉※ 2 保育原理※ 2

教育及び
保育の制度 教育制度論 1 社会的養護Ⅰ 2 3

教育及び
保育の

対象理解

子ども理解の理論と
方法 1 生涯発達心理学Ⅰ 2 生涯発達心理学Ⅱ 2

7

乳児保育Ⅰ 2

教育及び
保育の

計画と方法

保育内容の指導法 
（総論） 1 保育内容の指導法 

（環境） 1 カリキュラム論 2

17

保育内容の指導法 
（言葉） 1 保育内容の指導法 

（健康） 1

特別支援教育演習Ⅰ 1 保育内容の指導法 
（人間関係） 1 家庭支援論 2

子どもの保健 2 保育内容の指導法 
（表現） 1

教育相談 1

教育方法論 2

子どもの健康と安全 1

総括科目 保育・教職実践演習 
（幼稚園） 2 2

実習
教育実習Ⅰ 1 教育実習Ⅱ 3

6
教育実習指導Ⅰ 1 教育実習指導Ⅱ 1

ゼミナール 基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 4

小計 12 21 17 7 57

合計 20 25 17 8 70

社会福祉主事任用資格取得のためには、※印の3科目および子ども家庭福祉の中から、3科目以上の単位を修得することが必要と
なります。
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7　資格取得に関係する主なスケジュール
　 　各資格取得に関するガイダンスや説明会、連絡事項については、学内掲示板、LMS（ラーニング・マネー

ジメント・システム）で通知します。資格取得を希望する学生は、ガイダンスや説明会に参加し、連絡事

項を常に確認するようにしてください。

　 　履修登録は毎学期の初めに行いますが、資格取得を目指す場合、2年間計画的に履修していく必要があ

ります。履修モデルを参考にして、自分が履修しなければならない科目をしっかりと把握し、履修漏れの

ないようにしてください。

1年次 2年次

４月

オリエンテーション

ガイダンス

前期履修登録

実習先希望調査（教育実習、保育実習）

オリエンテーション

ガイダンス

前期履修登録

5月 保育実習Ⅰ（施設）

6月
教育実習Ⅱ

7月

8月

9月
オリエンテーション

後期履修登録
保育実習Ⅰ（保育所）

10月

オリエンテーション

後期履修登録

保育実習Ⅱ

保育士登録申請説明会

11月

12月 教員免許状申請説明会

1月 保育実習Ⅲ

2月 教育実習Ⅰ

3月 教員免許状交付

４月初旬　保育士登録済通知書受取

6月　　　保育士証受取

　　※スケジュールはあくまで予定です。変更になる可能性があります。掲示等で確認してください。

8　保育士資格
（1）保育士とは

 　登録を受け、保育士の名称を用いて、専門的知識及び技術をもって、児童の保育及び児童の保護

者に対する保育に関する指導を行うことを業とする者と定義されています（児童福祉法第18条の

４）。

　保育士となる資格を有する者は、次のいずれかに該当する者とされています（同法第18条の6）。

① 都道府県知事の指定する保育士を養成する学校その他の施設（以下「指定保育士養成施設」とい
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う。）を卒業した者

② 保育士試験に合格した者

 　こども学科は、「指定保育士養成施設」としての指定を受けており、必要な単位を修得し、卒業要

件を満たせば、保育士の資格を取得することができます。

 　卒業（修了）後、「保育士」として業務に就くには、事前に都道府県知事に対し保育士登録の申請

を行い、「保育士証」の交付を受ける必要があります。一度登録されると、登録先を含む全国の都道

府県において「保育士」として業務に就くことができます。
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（2）保育士課程カリキュラム

 　こども学科では、保育士資格の取得を希望する学生は、卒業要件を満たすほか、次表に掲げる保

育士資格取得に関する科目を履修し、単位を修得しなければなりません。

厚生労働省告示による科目 こども学科　開設科目 保育士資格取得時の
履修方法系列 教科目 授業

形態 単位数 教科目 授業
形態 単位数

教養科目

外国語 演習 2以上 英語Ⅰ 演習 1

全て履修する

英語Ⅱ 演習 1
体育 講義 1 体育基礎 講義 1
体育 実技 1 体育実技 実技 1

その他 6以上

日本語表現法 演習 1
情報処理Ⅰ 演習 1
法律入門 講義 2
現代の社会 講義 2

教養科目 計 10以上 教養科目 計 10

保育の本質・目的に
関する科目

保育原理 講義 2 保育原理 講義 2

全て履修する

教育原理 講義 2 教育原理 講義 2
子ども家庭福祉 講義 2 子ども家庭福祉 講義 2
社会福祉 講義 2 社会福祉 講義 2
子ども家庭支援論 講義 2 家庭支援論 講義 2
社会的養護Ⅰ 講義 2 社会的養護Ⅰ 講義 2
保育者論 講義 2 教職論 講義 2

計 14 計 14

保育の対象の理
解に関する科目

保育の心理学 講義 2 生涯発達心理学Ⅰ 講義 2

全て履修する
子ども家庭支援の心理学 講義 2 生涯発達心理学Ⅱ 講義 2
子どもの理解と援助 演習 1 子ども理解の理論と方法 演習 1
子どもの保健 講義 2 子どもの保健 講義 2
子どもの食と栄養 演習 2 子どもの食と栄養 演習 2

計 9 計 9

保育の内容・方法
に関する科目

保育の計画と評価 講義 2 カリキュラム論 講義 2

全て履修する

保育内容総論 演習 1 保育内容の指導法（総論） 演習 1

保育内容演習 演習 5

保育内容の指導法（健康） 演習 1
保育内容の指導法（人間関係） 演習 1
保育内容の指導法（環境） 演習 1
保育内容の指導法（言葉） 演習 1
保育内容の指導法（表現） 演習 1

保育内容の理解と方法 演習 ４

総合表現演習Ⅰ 演習 1
総合表現演習Ⅱ 演習 1
音楽表現Ⅰ 演習 1
造形表現 演習 1

乳児保育Ⅰ 講義 2 乳児保育Ⅰ 講義 2
乳児保育Ⅱ 演習 1 乳児保育Ⅱ 演習 1
子どもの健康と安全 演習 1 子どもの健康と安全 演習 1

障害児保育 演習 2 特別支援教育演習Ⅰ 演習 1
特別支援教育演習Ⅱ 演習 1

社会的養護Ⅱ 演習 1 社会的養護Ⅱ 演習 1
子育て支援 演習 1 子育て支援 演習 1

計 20 計 20

保育実習
保育実習Ⅰ 実習 ４ 保育実習Ⅰ（保育所） 実習 2

全て履修する保育実習Ⅰ（施設） 実習 2
保育実習指導Ⅰ 演習 2 保育実習指導Ⅰ 演習 2

計 6 計 6

総合演習 保育実践演習 演習 2 保育・教職実践演習（幼稚園） 演習 2 履修する
必修科目 計 51 必修科目 計 51

選択必修科目

保育に関する科目
（上記の系列により科目設定） 15以上

幼児と表現 講義 2

保育実習Ⅱと
保育実習指導Ⅱ
又は保育実習Ⅲと
保育実習指導Ⅲを
含む9単位以上
選択して履修する

幼児と人間関係 講義 1
幼児と健康 講義 1
幼児と環境 講義 2
教育方法論 講義 2
教育制度論 講義 1
レクリエーション論 講義 1
日本国憲法 講義 2
教育相談 演習 1
音楽表現Ⅱ 演習 1
音楽表現Ⅲ 演習 1
情報処理Ⅱ 演習 1

保育実習Ⅱ
又は保育実習Ⅲ 実習 2 保育実習Ⅱ 実習 2

保育実習Ⅲ 実習 2
保育実習指導Ⅱ
又は保育実習指導Ⅲ 演習 1 保育実習指導Ⅱ 演習 1

保育実習指導Ⅲ 演習 1
選択必修科目

※18単位以上開設 計 18以上 選択必修科目 計 22

保育士79単位 合計 79以上 保育士 合計 83
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（3）保育実習

を力能用応るす践実に的合総をられこ、しと礎基を能技、識知の体全科教たし得修、は習実育保　 

養うため、児童に対する理解を通じて保育の理論と実践の関係について習熟することを目的とし、

次のとおり実施します。

実習種別 授業科目名称 単位数 実習施設 時期・日数 備考

保育実習Ⅰ

（必修）

保育実習Ⅰ（保育所） ２ 保育所
２年次前期・９月・

10 日間（80 時間）

６単位

必修保育実習Ⅰ（施設） ２ 施設

２年次前期・５月～

６月・10 日間（80

時間）

保育実習指導Ⅰ ２ ２年次通年

保育実習Ⅱ

（選択必修）

保育実習Ⅱ ２ 保育所
２年次後期・10 月・

10 日間（80 時間）
３単位

選択

必修

保育実習指導Ⅱ １ ２年次通年

保育実習Ⅲ

（選択必修）

保育実習Ⅲ ２ 施設
２年次後期・１月・

10 日間（80 時間）

保育実習指導Ⅲ １ ２年次後期

）所育保（Ⅰ習実育保 ①

こるす解理を略概の割役の所育保、とこる知ていつに体全の育保ともど子、てし接に際実の育保　 

とを目的とする。また、子どもとの関わりを通じて、乳幼児の発達と保育の意義について理解する。

）設施（Ⅰ習実育保 ②

とこるす験体を務業護養に際実ていおに設施祉福会社、ていづ基に術技や識知るす関に護養設施　 

により、福祉施設の機能、役割を理解することを目的とする。さらに、施設における保育士の役割

と職務内容を具体的に理解するとともに、これまでの知識、技術の一層の向上を図ることをねらい

とする。

Ⅰ導指習実育保 ③

。う行を導指後事前事の）設施（Ⅰ習実育保び及）所育保（Ⅰ習実育保　 

Ⅱ習実育保 ④

術技・力能・質資な要必てしと士育保るきでが育保な切適てじ応に性個、し践実を育保の所育保　 

を習得することと併せ、子どもをもつ家庭の福祉に対する理解を深め、子育てを支援するための能

力を養う。

Ⅱ導指習実育保 ⑤

。う行を導指後事前事のⅡ習実育保　 

Ⅲ習実育保 ⑥

てれさ置設きづ基に定規の令法諸係関祉福会社他のそータンセ援支達発童児はたま設施生厚童児　 

いる施設における養護活動を実際に体験し、保育士として必要な資質・能力・技術を習得するとと

もに、家庭と地域の生活状況を把握し、子ども家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力を養い、子

育てを支援するために必要な能力を養うことを目的とする。

Ⅲ導指習実育保 ⑦

。う行を導指後事前事のⅢ習実育保　 
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（4）保育実習の実習施設希望調査

。すまい行を査調望希の設施習実に）月４（期前次年１、は合場るす望希を修履の習実育保　 

あが要必るす整調を設施習実らか期時い早、がすまりなと降以期前次年２はのう行を習実に際実　 

ります。実習施設の概要や実習中の交通手段があるか等を十分に考慮し、調査に回答してください。

（5）保育実習の履修要件

表下。すまりなに件条がとこるあでみ済得修て全を位単の目科の表下、はにるす修履を習実育保　 

の科目に未修得の科目がある場合、当該科目の GPA が 2.00 以上の場合に限り、学科の判断で履修

を認めることがあります。また、実習を履修する際には、所定の実習指導を必ず受講すること。

【保育実習Ⅰ（保育所）及び保育実習Ⅰ（施設）】

　１年次後期までの保育士資格必修科目のうち、次の単位を修得していること。

科目区分 授業科目名 配当年次 単位数

教育及び保育の本質
社会福祉 １年次前期 ２

保育原理 １年次後期 ２

教育及び保育の対象理解 生涯発達心理学Ⅰ １年次後期 ２

教育及び保育の計画と方法
保育内容の指導法（総論） １年次前期 １

特別支援教育演習Ⅰ １年次後期 １

科目区分 授業科目名 配当年次 単位数

基礎技能
音楽表現Ⅰ １年次前期 1

造形表現 １年次後期 1

教育及び保育の制度 子ども家庭福祉 １年次前期 ２

教育及び保育の計画と方法
保育内容の指導法（言葉） １年次後期 １

子どもの保健 １年次後期 ２

【保育実習Ⅱ及び保育実習Ⅲ】

　２年次前期までの保育士資格必修科目のうち、次の単位を修得していること。

（6）資格取得手続き

成養士育保定指「るす行発が学本に時業卒。すまい行を請申てめとまが局務事は請申録登士育保　 

施設卒業証明書」を添付し、本学から一括して、保育士資格の登録を行います。

月末に登録事務処理センターより「保育士登録済通知書」が送付されます。３、後定決録登　 

これは、「保育士証」が交付されるまでの間、登録済であることを暫定的に証明するものです。　 

登録手続きが完了すると、６月初旬～中旬に登録事務処理センターより「保育士証」が各自宛に　 

簡易書留郵便で送付されます。

。いさだくてし認確で」会明説請申録登士育保「う行に頃月01次年２、は細詳　 

るすをき続手自各、は合場の等業卒月９。すでのもの合場の込見業卒月３はき続手のこ、しだた　 

ことになります。
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　幼稚園教諭二種免許状（教職課程）
（1）教職課程とは

。すで程課のめたるす得取を状許免員職育教るれさ与授ていづ基に法許免員職育教、はと程課職教　 

るす得修を位単るめ定に則規行施法許免員職育教び及法許免員職育教、つか、した満を件要業卒　 

ことにより、幼稚園教諭二種免許状を取得することができます。
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（2）教職課程カリキュラム

を目科るす関に得取状許免種二諭教園稚幼るげ掲に表次、きづ基に）1（記上、はで科学もどこ　 

開設しています。取得を希望する学生は、次表の科目を履修し、単位を修得しなければなりません。

法令上の規定 こども学科開設
単位数

幼稚園教諭二種免許状
取得時の履修方法

法令による規定科目 右項の各科目に含めることが必要な事項 単位数 教科目 必修 選択 備考

教育職員免許法施行
規則第66条の6で特
に必要なものとして
定める科目

日本国憲法 2 日本国憲法 2 2

体育 2
体育基礎 1 1
体育実技 1 1

外国語コミュニケーション 2
英語Ⅰ 1 1
英語Ⅱ 1 1

情報機器の操作 2
情報処理Ⅰ 1 1
情報処理Ⅱ 1 1

計 8 計 8 8 －

第１欄
教科及び 
教職に関
する科目

第２欄
領域及び保育内
容の指導法に関
する科目

領域に関する専門的事項

12

幼児と環境 2 2
幼児と健康 1 1
幼児と表現 2 2
幼児と人間関係 1 1

保育内容の指導法（情報機器及び
教材の活用を含む。）

保育内容の指導法
（総論） 1 1

保育内容の指導法
（健康） 1 1

保育内容の指導法
（人間関係） 1 1

保育内容の指導法
（環境） 1 1

保育内容の指導法
（言葉） 1 1

保育内容の指導法
（表現） 1 1

計 12 計 12 12

第３欄 教育の基礎的理
解に関する科目

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

6

教育原理 2 2

教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

教職論 2 2

教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

教育制度論 1 1

幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の課程

特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解 特別支援教育演習Ⅰ 1 1

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを
含む。）

カリキュラム論 2 2

計 6 計 10 10

第４欄

道徳、総合的な
学習の時間等の
指導法及び生徒
指導、教育相談
等に関する科目

教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む。） 

4

教育方法論 2 2

幼児理解の理論及び方法 子ども理解の理論と
方法 1 1

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論
及び方法

教育相談 1 1

計 4 計 4 4

第５欄 教育実践に関す
る科目

教育実習
5

教育実習指導Ⅰ 1 1
教育実習Ⅰ 1 1
教育実習指導Ⅱ 1 1
教育実習Ⅱ 3 3

学校体験活動

教職実践演習 2 保育・教職実践演習
（幼稚園） 2 2

計 7 8 8

第６欄 大学が独自に設定する科目 2 － －
第２～５欄で2単位
以上開設している
ため独自科目開設
せず

計 31 計 34 34 －

生涯発達心理学Ⅰ 2 2
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（3）教育実習

。すで目科修必のめたの得取格資るいてれさ定規に条６第則規行施法許免員職育教、は習実育教　 

機な重貴るえ考を路進や性適のへ職教がら自生学、てじ通を践実育教ので場現校学、は習実育教　 

会であり、教職の意義についての体験的認識と理解を深め、教師としてのあり方を学ぶことを目的

とし、次のとおり実施します。

実習種別 授業科目名称 単位数 時期・日数

教育実習

（必修科目）

教育実習Ⅰ １ １年次後期・２月・５日間（ 40 時間）

教育実習Ⅱ ３ ２年次前期・７月・15 日間（120 時間）

教育実習指導Ⅰ １ １年次後期

教育実習指導Ⅱ １ ２年次前期

Ⅰ習実育教 ①

、め深を解理のへ児幼、し察観を姿の児幼ので園稚幼、てしと盤基を論法方や容内だん学で学大　 　

総合的に教育する基礎を養うため、観察実習とする。

Ⅱ習実育教 ②

教、し解理を務職のてしと諭教園稚幼、に盤基を容内だん学で」Ⅰ習実育教「るあで習実察観　 　 

育現場での実践を通して教員としての資質能力、特に実践的指導力を体得するための参加実習を

行う。

Ⅱ導指習実育教、Ⅰ導指習実育教 ③

。う行を導指後事前事のれぞれそⅡ習実育教び及Ⅰ習実育教　 　

（4）教育実習の実習施設希望調査

。すまい行を査調望希の設施習実に）月４（期前次年１、は合場るす望希を修履の習実育教　 

あが要必るす整調を設施習実らか期時い早、がすまりなと降以期後次年１はのう行を習実に際実　 

ります。実習施設の概要や実習中の交通手段があるか等を十分に考慮し、調査に回答してください。

（5）教育実習の履修要件

表下。すまりなに件条がとこるあでみ済得修て全を位単の目科の表下、はにるす修履を習実育教　 

の科目に未修得の科目がある場合、当該科目の GPA が 2.00 以上の場合に限り、学科の判断で履修

を認めることがあります。また、実習を履修する際には、所定の実習指導を必ず受講すること。

【教育実習Ⅰ】

。とこるいてし得修を位単の目科修必のめたの得取状許免諭教園稚幼のでま期前次年１　 

科目区分 授業科目名 配当年次 単位数

幼児教育の基礎
幼児と表現 １年次前期 ２

幼児と環境 １年次前期 ２

教育及び保育の本質

教育及び保育の対象理解

教育原理 １年次前期 ２

子ども理解の理論と方法 １年次前期 １
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【教育実習Ⅱ】

　１年次後期までの幼稚園教諭免許状取得のための必修科目の単位を修得していること。

１年次後期

（6）資格取得手続き

に会員委育教県府道都、は者たした満を格資要所の得取状許免員職育教るめ定で法許免員職育教　 

申請することにより、免許状を取得することができます。こども学科では、所在する宮城県教育委

員会に一括申請します。

。いさだくてし認確で」会明説請申状許免員教「う行に頃月21次年２、は細詳　 

。すまし渡を」状許免員職育教「に後式業卒、て経をき続手の定所　 

　社会福祉主事任用資格
（1）社会福祉主事任用資格とは

福、りあで職るれか置に村町るす置設を所務事るす関に祉福び及市、県府道都、は事主祉福会社　 

祉に関する事務所を置かない町村においても社会福祉主事を置くことができると定義されています

（社会福祉法第18条第１項、第２項）。

。すまい言と格資用任事主祉福会社を格資のめたるれさ用任てしと事主祉福会社　 

体身、法祉福人老、法祉福婦寡にび並子父び及子母、法祉福童児、法護保活生、は事主祉福会社　 

障害者福祉法及び知的障害者福祉法に定める援護、育成または更生の措置に関する事務を行うこと

を職務とします（社会福祉法第18条第３項、第４項）。

円が慮思、で潔高が格人、てっあで者の上以歳02が齢年、は格資用任のめたるなに事主祉福会社　 

熟し、社会福祉の増進に熱意があり、かつ、次のいずれかに該当する者とされています（社会福祉

法第19条）。

福会社るす定指の臣大働労生厚、ていおに校学門専制旧、校学等高制旧、学大制旧、大短、学大 ①

祉に関する科目の単位を修得して卒業した者

者たし了修を程課の会習講はたま関機成養るす定指の事知県府道都 ②

士祉福会社 ③

者たし格合に験試者事従業事祉福会社るす定指の臣大働労生厚 ④

格資用任の記上のもるめ定で令省働労生厚てしと者るす有を力能の上以等同と者るげ掲に④～① ⑤

を得て、地方公共団体の社会福祉主事に任用されてはじめて効力を発揮します。

。すまし当該に①は科学もどこ、おな　 

科目区分 授業科目名 配当年次 単位数

教育及び保育の計画と方法
保育内容の指導法（総論） １年次前期 １

保育内容の指導法（環境） １年次後期 １

教育及び保育の対象理解

教育及び保育の本質

生涯発達心理学Ⅰ １年次後期 ２

教職論 ２

― 79 ―

Ⅲ 履修について



（2）指定科目

　　こども学科が開設する科目のうち、指定科目は次のとおりです。

　　　①保育原理

　　　②社会福祉

　　　③子ども家庭福祉

　　　④教育原理

　　上記４科目のうち、3科目以上の単位を修得し、卒業することが必要です。

（3）手続き

　 　社会福祉主事任用資格については、資格証はなく、卒業証明書と学業成績証明書をもって資格要

件を満たしていることを証明することになります。

�　その他
　　　 　所定の単位の修得および手続きを行うことで、「レクリエーション・インストラクター」（日本レク

リエーション協会）の資格を取得することができます。詳細は、「レクリエーション論」の講義内で説

明します。

― 80 ―

Ⅲ 履修について




